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序

新富町教育委員会は､県営農村基盤総合パイロット事業北原牧工区の事業に伴い､宮崎県の

委託を受け､事業地内に所在する遺跡の発掘調査を実施しました0本書はその概要報告です0

本調査の中､昨年に引き続き古墳時代中期の本格的な集落跡が出現し､県下でも数少ない古

墳時代の生活跡として貴重な調査となりましたoまた､蔵園C遺跡においては､地下式横穴墓

の北限地に新たに一基を加え､本墓制の北限地についての地歩を固める調査となりましたo

調査は､宮崎県教育委員会文化課､県立総合博物館の御協力によって行ったものですo

また､発掘調査に際しましては､県-ッ瀬土地改良事業所及び-ッ瀬土地改良区にあわせ､

地主及び耕作者をはじめとする地元の方々の御理解と御協力をいただき心から御礼申し上げま

す｡

昭和63年3月

｢二二二｣
二二:__　__-E5

新富町教育委員会

教育長　小　田　幸　一

本書は､北原牧地区の県営農村基盤総合パイロット事業に伴も

原牧地区遺跡(上薗･蔵園･東牧)の発掘調査概要報告であるo

62年度に実施した北

発掘調査は､新富町教育委員会が主体となり､県文化課主任主事長津宗重民･県立総合博

物館谷口武範氏･町教委､有田が調査を担当した｡

3.本書に使用した図の作成及び製図は､長津･有田があたった0

4.本図に使用した方位は真北を使用した｡磁北については注記を行った0

5.本書の執筆､編集は有田･長津･谷口が､各々分担した｡
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Ⅰ調査に至る経緯

昭和62年度において､新富町大字日置･三納代にまたがる北原牧台地において､県営農地

基盤整備事業が進められた｡事業地円の埋蔵文化財の調査は､昭和56年に実施した遺跡詳細

分布調査の際､上薗遺跡･西牧遺跡･蔵園遺跡･北原牧遺跡等が確認され､同年､蔵園地下

式横穴墓が確認されていた｡事業に併せて､昭和61年度に実施した事前発掘及び確認調査に

おいて､上薗遺跡においては､古墳時代の集落が検出されている｡

新富町教委､宮崎県教委文化課､県-ツ瀬土地改良事業所と事業地円に存在する埋蔵文化

財について協議した結果､現存する富田古噴群の保護について､古墳の周溝を含めて周囲の

削平を行わず､ほぼ現状のままとし､上薗遺跡についても極力削平を受けない形で盛り土等､

保存に留意することとなり､事業施行上､現状保存が困難な部分においては､止むなく記録

保存の措置をとることになった｡調査は､新富町教育委員会が主体となり､県教委文化課

長津宗重民､谷口武範氏を調査員として､他に北郷泰道､近藤極､管付和樹氏に応援を頂い

た｡本調査では､古墳時代住居跡において富山大学理学部広岡公夫氏に､特に依頼し地磁気

の測定も実施した｡
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Ⅱ　遺跡の立地の環境

新富町は､宮崎市の北約20hnにあり､西に西都市､北に高鍋町､南に-ツ瀬川を挟み佐土

原町に接し､東側を日向灘に臨む｡その町域は-ツ瀬川北岸の沖積平野と洪積台地に占められ

ている｡この洪積台地は､広く宮崎平野に広がるもので平坦面の顕著な段丘地形となっている｡

北原牧地区遺跡は､新富町大字三網代･日置にまたがる通称北原牧に所在し､北に日置川に

開析された日置谷と南に鬼付女川に大きく開析された三網代谷に挟まれた標高約70mの台地に

立地する｡北原牧台地には､今回調査が行われた東牧･上薗･蔵園(A､ B､ C )の各遺跡が

あり､この中大きく県指定富田古墳群に含まれると考えられる蔵園A､ B､ C ･北原牧の各支

群が点在している｡北原牧地区遺跡のある台地周辺には､北東約700 7花の日置川対岸の台地上

に古頃時代後期の小集落である藤掛遺跡があり､住居跡と溝状遺構が検出されている｡またこ

の台地の東南瑞にあたる鐙丘陵には､昭和56年調査された鐙遺跡があり､弥生時代中期の住

居吐6軒が確認されており､茸石を二条めぐらした鐙古墳は､ 5世紀前半に比定されている｡

この丘陵に続く海浜性沖積平野には､弥生時代～古頃時代の住居地が確認され､弥生時代前期

の今別府遺跡もこの砂丘上にのっているものと思われる｡また､この台地南側の鬼付女右岸の

河岸段丘には､弥生時代終末期と考えられる奥遺跡があり､新富町における埋蔵文化財の密集

地となっている｡
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Ⅲ　遺跡の概要

上　園　遺　跡　E　区

1　調査区の概要

E区は東西100m､南北25mの東西に長い調査区で､ 3,0007n2の発掘調査を行なった｡検出さ

れた遺構は､古墳時代後期の堅穴住居74軒　奈良時代のカマド付堅穴住居1軒　平安時代の

竪穴住居3軒･据立柱建物2棟･中世の溝状遺構6本･右横遺構1基･土壌1基などである｡

出土した遺物としては弥生時代後期初頭の勾玉状浮文を付けた壷形土器･古墳時代の須恵器･

土師器･鉄器(鉄鉱･刀子･鎌･鋤先など) ･石製品(子持勾玉･勾玉･管玉･紡錘車など)

奈良時代の須恵器(墨書土器) ･土師器､平安時代の須恵器･土師器･布痕土器などがある｡

2　古墳時代の遺構と遺物

竪　穴　住　居

古墳時代の竪穴住居は74軒すべて方形プランで､西側の部分に切り合いが非常に多い｡主

柱穴はほとんど4本柱で､一部6本･8本柱があり､壁帯溝を有するものもある945号住居

871cmx 833cmの7257n2､ 33号住居が825cmx 776cmの64.0扉と床面積の規模が大きい｡床

面積は10m2未満3軒､ 10-207n217軒､ 20-307n219軒､30 -407n2 12軒､ 40-50m28軒､50-

60mb3軒､ 60-7017n22軒､ 70-807Ti l軒である｡平均的な住居は一辺5 7Tl2程度の25軒である｡

4本柱で囲まれた中央部にはよく踏みしまった硬化面と焼土面がある｡また住居の中央部に

要が入るだけの穴を掘り､そこに土師器の婆を口縁部だけを床面より上に出して据え付けた

従来｢埋要｣と呼ばれているものが10軒の住居から検出された｡要を据付けた穴の壁は固く焼

き締まっており､嚢の口縁部の周辺には焼土塊が巡っている｡須恵器を有しない27号住居と

須恵器‡期の30号の住居は､須恵器ⅢB期の28号住居によって切られている｡ (第2図) ｡

また68号住居(須恵器I期･焼土面)ぅ49号住居(須恵器ⅢA期･焼土面)ぅ34号住居(須

恵器ⅢB期･埋要)ぅ70号住居(奈良時代後半･カマド)と遺構･炉の変遷が追える｡

須　　恵　　器

2号住居からは取手を有する底部穿孔(多孔)の土師器の甑と伴にi期に比定される須恵

器の短卿一段透しの有蓋高杯･漣･無蓋高杯が出土している｡ 8号住居のⅣ区(南西区)の

床面からはⅠ期に比定される須恵器杯身が出土している｡ 30号住居のⅢ区(南東区)の壁際

から出土した須恵器杯身は子持勾玉･圭頭券を伴なっている｡

1は2号出土の有蓋高杯で､杯部の口縁部が斜め上方に若干直立気味に立ち上がり､口唇

部は明瞭な凹である｡長方形三方透しの短脚の脚端部はあまり鋭くなく､丸味を有する｡
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第1表
上園遺跡E地区竪穴式住居観察表

住居番号 亢ｹlﾖ6ﾒ�面積m2 ��主柱穴 ��周溝 �58ｮﾒ�遺物署その他 

SAl 唏��ﾓS���鈬C�X��ｸ;��(33.6) �� ��○ �58ｮﾒ�管玉 ��

2 鉄sX�經sr�43.7 ��4 ��○ �8�����甑 ��

3 鼎��������7.2 �� �� �� ��

4 田cx�緜3b�42.4 ��9 ��○ �59�ﾒ� ��

5 鉄#��經���27.4 ��4 �� �� ��

＼7 鉄�H�紊3Rｸ;��(25.4) ��4 �� �� ��

8 田#H�經3B�33.3 ��4 �� �8����管玉 ��

9 田3����S�ｸ;��(39.7) ��4 �� �� ��

｢~ー10 田#����#3�ｸ;��(38.4) ��2+α �� �� ��

ll 鉄c��經#��29.6 ��4 �� 白� ��

12 鉄ォ��3���22.8 ��4 �� �� ��

14 鉄ch�經�B�28.5 ��4 �� �59fr� ��

15 鉄S��紊蔦b�27.3 �4 � �� ��

16 鉄度�紊srｸ;��(35.6) � � �� ��

2_0 都#X�縱���51.5 ��一 4 � �58ｮﾒ� ��

21 鼎c��紊C��l 21.1 �4 � �58ｮﾒ� 冑Iwb�

-2■2 �3����3���(9.6) � � �8���� ��

23 �3s(��33"�12.4:-: � � �� ��

.24 鼎cX�紊cB�21.6 �4 � �� ��

25 �3Ch��3�B�10.5 � � �58ｮﾒ� ��

26 田�x�緜���37.6 �4! 凵� �58ﾎ帝8����管玉.紡錘車(滑石) 

27 俣SC���2ﾓcず;��･.(29.2) �4 � 乘�� ��

28 都sX�縱�R�55.4! �4 � 冕����

30 田�x�經S��33.4 �4 � �59Or�子持勾玉 ��

32 �33X��3CBｸ;��(ll.9) � ��I �58ｮﾒ� ��

33 塔#X�縱sb�64.0 ��4 � �8���飩ｲ顋ｹ�hｨｩ�饐����｢�

34 鉄���紊���24.5 ��4 � 白� 冑Iwb�

35 �3�8��#途�9.3 ��4 剌d 量 圭 �������旭ﾒ�育 量 匝錘車(滑石 重 量 �����Y�ﾈﾘ��4ｨ7ﾘ6��

.36_ 鉄Cx��3ビｸ;�� �4 

37 鼎S(��3�2�17.3 �4 

38 鉄c��經S����30.8 �4 凵� �8���粳58ｮﾒ�

40 田c(�緜3r�42.2 �4 凵� �58ｮﾒ�

41 田3h��##Bｸ;��(40.4) �2+α 凵� �8����

4ー2 鼎C���3s�ｸ;��(19.4) �4 � 

43 田3H�緜3B�(40.2) �4 凵� 
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住居番号. 亢ｹlﾖ6ﾒ�面積7n2 偃Y(ﾈﾈ｢�周溝 �58ｮﾒ�遺物 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

SA44 �338��#湯�10.0 �� �� ��

45 塔s��繝32�72.5 唐� �8����58ｮﾒ� ��

46 鉄#h�經#b�(27.7) �� �8���.b���

47 都C8�緜モｸ;��(55.2) 唐�○ 傚ｹ�b�i ��

48 塔���縱s��61.7 �� �58ｮﾒ�58+8*"� ��

49 田s��緜S��43.6 �� �58ｮﾒ� ��

51 �� �� �58ｮﾒ� 冑H�2�

52 �3����#ヲ�8.9 �2ｸ;�� �� �4ｨ7ﾘ6��

53 鼎C(�紊�"�ﾒ�18.3 釘�○ �� ��

55 �3唐ｸ;���3���(L5.2) �"ｸ;�� �59fr�58+8*"� ��

56 鉄S���3モ�21.7 �� �� ��

57 田3h�經���37.0 釘�○ �59�"� ��

58 鉄C��紊ッ�26.7 釘� �59Jｲ�58ｮﾒ� 冑Iwb�

59 �3����3cbｸ;��(15.2) �� �� ��

60 鉄c���3s"ｸ;��(31.4) �� �� ��

61 �3S���#�"�10.2 �� �8���� ��

62 �3����3���9.3 �� �� �4ｨ7ﾘ6��

65 �� �� �� 凉ﾘｯﾂ�

66 鼎C��紊3��18.9 釘�○ �8���ﾒ�2�59YR��4ｨ7ﾘ6��

67 田Srﾘ�經#��34.2 售B�○ �� ��

68 �3コｸ;���#cRｸ;��(10.2) �� �� ��

69 �� �� �58ｮﾒ� ��

70 �3#Rｸ;���#SRｸ;��(8.3) �� ��墨書土器 �4ｨ7ﾘ6��

71 都�h�緜CR�46.2 唐� �� 冑Iwb�

72 田�8�紊S"ｸ;��(4~8.0) 澱� �� ��

73 都ス�緜Sb�51.5 唐� ��i ��

74 鉄s��經3R�30.5 釘� �� ��

75 �3cx�紊crｸ;��(13.5) 釘� �58ｮﾒ� ��

76 鉄度�經sb�34.4 釘� �� ��

77 �3店��3C��13.4 �� ��i ��

78 鼎��ｸ;���#S�ｸ;��(16_0) �� �� ��

79 85 86 87 88i ��湯ｸ;����c�ｸ;��C3X��3���3S��(4.0) 17.0 (12.3) 亦�i i ! i i 乘帝59&"�58ｮﾒ�|｢������i l管玉2 勾玉1.玉j i 凉ﾘ�2�

89 鼎cRｸ;���#��ｸ;��(21.6) 劔凉ﾙM��
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杯周;下半部にはへラ削りを施し､その他の部位はヨコナデである｡脚部内面は特に強いヨコ

ナデを施している｡口径11.6C7n､立ち上がり高1.7cm､器高10.0 cm､脚部径9.0cm0

2は8号住居出土の杯身で､口縁部は直立気味に斜め上方に立ち上がり､口唇部は明瞭な

凹である｡杯部はほとんどへラ削りを行っており､他の部位はヨコナデを行ない､底部内面

は仕上げナデを施す.口径1O.6cm､受部径12.7 cm､器高5.0cm｡

3は30号住居出土の杯身で､口縁部は斜め上方に伸び､途中で直立気味に立ち上がる｡口

唇部は平担である｡杯部下半部にはへラ削りを施し､他の部位はヨコナデを､底部内面には

仕上げナデを施すo　底部には平行な二本沈線のへラ記号を有する｡口径1O.2cm､受部径122

cm､器5DcZno

石　　製
日
日ロ

7は30号住居のⅡ区(北東区)の床面出土で､退化し扇乎化したタツノオトシゴ状の子持

勾玉である｡滑石系の石材を使用し､両側穿孔である｡長さ4.4cm､幅2.7cm､厚さ0.4cm｡

8は41号住居の皿区(南東区)出土で､表裏とも三角文(内側は格子状)の線刻を施した

滑石製の紡錘車である｡直径39cm､高さ1.4cm｡ 26号住居からも文様のない石製紡錘車が出土

している｡

3　奈良時代の遺構と遺物

竪　穴　住　居

奈良時代の竪穴住居は70号住居1軒だけであり､一辺3.25 +α mの床面積約107n2の小型の

住居で北辺の中央部にカマドを有している｡ Ⅱ区(北東区)の北車隅の床面から斜位の状態

で須恵器の高台村境が出土し､ 8世紀後半に比定される｡

~須　　恵　　器

4は70号住居出土で､口縁部は斜冒上方に伸び､口唇部は丸味を有する｡高台は短く斜目

下方に伸び､厚手である｡杯部と高台の接合部の列面は強いヨコナデを施し､他の部位はヨ

コナデである｡高台の内側に｢五｣の文字の墨書がある｡口径12.3cm､器高4.8C2n､底径7.4cm｡

小　　　　　結

E区は中央部の北側から西側にかけて堅穴住居はかなり切り合っており､当集落の中心の

一つとして頻繁に建て替えが行なわれている｡時期的には須恵器以前の段階､須恵器i期､

同丑親､同皿A ･B期､同ⅣA ･B期と住居の数に変動が見られる｡26号住居､ 33号住居な

どの大型住居から鉄器､玉類･滑石製石製品が特に出土しており､ E区では玉類を5.6%､鉄

器を3520/oの住居が保有している.須恵器の王.玉期には炉として住居内に焼土面が形成さ
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れるが､須恵器のⅢ A期になると｢理嚢｣が住居の中央部に据付けられ､炉としての形態の

変化が窺えるo古墳時代のカマドは当遺跡内にはなく､′70号住居のように奈良時代後半まで

待たなければならない｡

注

(1) ｢埋嚢｣について機能をふまえて名称について検討する必要がある｡

(2)長津宗重　｢宮崎平野の須恵器編年案｣　『市ノ瀬地下式横穴墓群』 1986

D　区

1　調査区の概要

D区は東西50m､南北80mの南北に長い調査区で､ 4.0007nBの発掘調査を行なった｡検出さ

れた遺構は､吉頃時代後期の竪穴住居95軒･土壌1基､奈良時代のカマド付竪穴住居3軒､

平安時代の掘立柱建物3棟･土墳墓2基､中世の溝状遺構6本などである｡出土した遺物と

しては古墳時代の須恵器･土師器･鉄器(鉄鎖･刀子･紡錘車など) ･石製品(勾玉･ガラ

ス小玉など)､奈良時代の須恵器･土師器(墨書土器)､平安時代の須唐器･土師器･白磁

などがある｡

2　古墳時代の遺構と遺物

竪　穴　住　居

古軍時代の竪穴住居は95軒すべて方形プランで､北側の部分が切り合いが非常に多い｡主

柱穴はE区と同様に4本柱であるが､ E区よりも壁帯溝を有するものは少ない｡ ｢埋聾｣は

14軒の住居が有している｡ 66号住居は床面全面に1個休分の大要の破片が散乱して出土して

おり､特異なあり方を示している｡また109号住居は土器捨て場のような状況で大量の土器

が出土しており､貝･支脚･須恵器杯(ⅣA期)も出土している｡

須　　恵　　器

5は表土剥ぎの際にW-29で出土した両耳付無蓋高杯で､杯部の口縁部は斜め上方に伸び､

口唇部は平坦である｡杯部の中央部に二条の突帯を有し､その上に耳を張り付けているが､

輪状にはなっていない｡両耳の下位に不明瞭な退化した櫛措波状文を施している｡脚部は欠

如しているが､長方形の三方透しである｡杯部内外面とも自然粕がかかっており､調整は不

明であるがヨコナデが多い.口径16.4cm､杯部高5.0cm｡

石　　製　　品

当地区では石製紡錘車は60号住居と117号住居で出土している0

9は117号住居の皿区(南東区)出土で､無文の扇乎な滑石製紡錘車である.直径4.5cm､
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厚さO.65cm｡

3　平安時代の遺構と遺物

D区の北側で平安時代の土墳墓が2基､それぞれ単独で検出されている｡

1号土墳墓は117号住居の埋土を掘り込んで作られた土墳墓で､直径8.4cm､縁厚o.25cmの

松鶴文鎮と直径25cm､厚さ0.1C2nの北宋の皇宋通宝(1039年)を副葬していた｡ごれに共伴す

る土師器は､口径14.2cm ･底径7.5cm ･器高2.8cmの板目の皿1枚と､口径9.Oc2n ･底径7.1cm ･器

高1.7cmの糸切りの小皿1枚､口径8.7-9.4cm ･底径6.5-71cm ･器高1.6C7nのへラ切りの小皿3

枚である｡副葬品のセット関係から平安時代末～鎌倉時代初頭に比定される｡

2号土墳墓は92号住居の埋土を掘り込んで作られた土墳墓で1直荏ll.4cm､縁厚0.2cmの湖州

六花鏡と鉄鎌を副葬していた｡これに共伴する土師器は口径8.8-9.1cm ･底径7.5-7.7cm､器高

1.6-1.7cmのへラ切の小皿3枚と､口径13.8cm ･底径8.0cm ･器高2.8cmの板目の皿1枚である｡

副葬品のセット関係から平安時代末に比定される｡
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F　区

1　調査区の概要

F地区は上薗遺跡の立地する丘陵の西端にあたり標高約72mで､ E地区の西に位置する｡

検出した遺構は､住居跡22軒( 6軒は禾掘)､溝状遺構18条､土壌2基､掘立柱建物跡8

棟である｡北側や丘陵縁部は表土除去後､すぐにアカホヤ層下の褐色土が露出し遺構の残り

もあまり良くなかった｡逆に東､南部はアカホヤ上層の黒色土が厚く遺構検出に時間を費や

した｡

2　調査区の遺構

住居の切り合いはE地区くべると少なく､すべて方形である｡住居の規模はSA15が約8

mx8.5mと最大で､ SA14が4.8mx3.5mと最小で､平均的には5-6mの規模のものが多い｡

主柱穴はすべて4本柱である｡時期は須恵器を伴わない5世紀代( SA5･10)､五世紀後半

～末(SA16)､六世紀後半(SA4･13･15･18)に比定できるものとに分けられる｡さ

らに､住居のほぼ中央には焼土がみられ､掘り込みをもつものと持たないものそして埋聾が

設置されるものとに分けられるが､これは時期差として捉えることができるようである｡ S

A2は西壁に短く伸びた煙道を有するカマド付き住居跡で､平安期と考えられる｡

溝状遺構は丘陵縁辺という立地条件に起因するためか､ E地区に比べ非常に多く検出され

た｡遺構のほとんどは丘陵縁辺に沿うような形で弧状に南北へ伸びている｡東西に伸びるも

のは検出面からの深さが浅く､これは前者に比べもともとの遺構の深さの違いが想定される｡

S E13は検出面から約1mと深く､底はⅤ字状を呈す｡北側部分については最後まで確認し

ていないが､そのまま丘陵端まで延びそこで切れている可能性が大きい｡その他の溝状遺構

は30-40cmの深さで底は箱掘りである｡吉頃時代の可能性のあるものは､ SE15･18･19 ･

25で､これらの溝状遺構からは土師器や六世紀後半～末期の須恵器がまとまった状態で出

土している｡特に､ SE 15･18･19は上層断面に切り合い関係はみられず同時期のものと

して考えられ､住居群との関係が今後の課題といえる｡

掘立柱建物跡は古墳時代のものとして認定できるものはなかった｡建物跡5間×3間と大

型で､柱穴も大きさや深さなどから他の柱穴とは容易に識別できた｡建物を形造る柱穴から

遺物はほとんど出土していないが､ E地区やD地区の出土状況や他の柱穴から糸切り底の小

皿がいくつか出土していることからそれらに近い時期( 12-13世紀)と考えられる｡

｢12-



i手

東牧A遺跡

この遺跡は､上薗遺跡の北西約500mにあり､北側は日置谷が大きく西に切れ込み､南側に

は､日置谷の-支谷により､上薗遺跡と対時する標高72mの台地中央部古と立地する｡遺構は､

弥生時代後期と考えられる方形の住居地1軒のみで､東西7.47TL､南北5.4mで壁側に巾約1.2m､

床面より約15cwL高いベッド状の段を有し､主柱は東西に2本､南側には､入口と思われる掘り

込みが外に付き出していた｡入口に近い部分には､惰円形の土壌があり､東側肩に35× 12cm

大の砂岩がすえられ､埋土から､貢岩の細片が多数出土している｡遺物は､丁字突帯を持つ中

型聾と逆L字状を呈する大型聾が､各々1個体､他に刻み突帯をもつ牽片､壷頚部､貢岩製磨

製石鈷1点が出土している｡

蔵園第‡遺跡

この遺跡は､蔵園遺跡( B群)より､約6507托南に延びた台地の先端部にあり､標高約65

mに立地する｡なお､南西300mの沖積平野には､弥生時代終末と考えられる箱式木棺墓1､

土墳墓8基､古墳時代の住居地1軒､地下式横穴墓1基が検出された0

地下式横穴墓は､この台地でこれまで発見された2基が遺物を伴ってなかったのに対し､須

恵器蓋付杯3セット､耳環2､刀子1が出土している｡竪穴部は当初､方形の住居地との想定

で発掘したが､埋土の関係から地下式横穴墓の可能性が強まり､地層の乱れた北側部分に玄室

が検出された｡天井部は落ちていて､内部には埋土が詰まった状態であった｡竪穴は比較的大

型で､掘り込みは長方形の南北3.2m､東西2.4m､深さ0.97花､玄室は奥行0.6m､巾2.1mの平入式

である｡玄室には､径5-10cwlの円疎が全面に敷かれ､死床は2体分確認されている｡須忠

器は､丑期に相当するものと考えられる｡
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北原牧遺跡

本遺跡は､北原牧台地に頃丘の残る未指定の円墳群で､本年度発見調査した4号境を併せて

計4基となった｡ 1-3号は墳丘をそのまま保存することになり､ 1号境については墳丘測量

と周溝の確認を行った結果､北原牧台地に所在する円墳群の中､最大の円墳で､直径約34 1TL

の鮎こ二重の周溝(内側巾約3.5m′､深さ約1.5-1.8m､外側巾約2.5m､深さ約20-30cm

とその間に巾約3.57花の周堤をもち､ほぼ真南に陸橋をもつ円墳が検出された｡墳丘の観察か

ら､ほぼ和む部にあたる部分に盗掘と思われる窪みが確認された.周溝埋土からは須恵器高杯､

杯蓋､大聾片､短頚壷など多数の出土をみている｡

蔵園(A ･ B)遺跡

本遺跡は､上薗遺跡からほぼ西に500mにあり､間に2-3mの谷を隔てた北原牧台地でも

高位面(標高71-74m)に立地しており､中には県指定富田古墳2-6号が所在する｡蔵園

地下式横穴墓と噴丘の残る指定4 ･ 6号を中心とした部分は､群構成の把握からB群とし､僅

かに開析された谷を隔てた北側の高位面の部分をA群とした｡ A群からは､ 2-9号境まで計

8基が検出された｡この申6号境は南北16m､東西14mの方墳で､ 7号境は径195mで二重の

周溝(内側巾約3.1m､深さ0.8511L､外側巾約1.4m､深さ約OBm)と間の巾約1.5mの周堤をもつ｡そ

の他は､一重の周溝の円境で､全て主休部は削平を受けていた｡ B群からは､二重周溝の2号､

一重の周溝3基の計4基が検出されている｡なお､南東側に所在する富田古墳指定6号境も県

教委の試掘により､二重周溝が確認されており､外側周溝部分で推定約13.5mを測る｡二重周

溝をもつ円墳は､県内では初例であり､ A･B群･北原牧遺跡1号墳あわせて4基となる｡こ

れらは､西都原鬼の窟古境の姿が想起される｡
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Ⅳ　まとめ

上薗遺跡D区は､北側で竪穴住居がかなり切り合っており､ E区とは別の中心の1つと額繁

に建て替えが行なわれている｡ D区とE区の間及びF区は住居が疎になっており､集落内での

グルーピングが可能である｡須恵器を出土した竪穴住居は､王期が2軒､丑期が13軒､ ⅡA

期が6軒､丑B期が5軒､ ⅣA期が5軒､ ⅣB期が1軒であり､甘期～Ⅱ期にピークがある｡

D区はE区と同様にかなり鉄器は出土しているが､玉類は少なく142号住居で　ガラス小玉が

出土しているのみである｡須恵器以前の時期の2号土壌からは､大小の勾玉2個出土している｡

古墳時代の鉄製紡錘車及び支脚は県内では初例であり､注目される｡平安時代末～鎌菖時代初

頭の土墳墓が2基検出されたことは､鏡の出土とともに当時代の墓制を知る上で貴重である｡

D ･ E ･ F区全体で約200軒の竪穴住居を調査した結果､上薗遺跡はある程度面的な発掘調

査が行なわれ､今後の整理によって古墳時代の集落の規模･範囲･構造が解明され､また竪穴

住居の切り合いにより､土師器･須恵器の土器編年が細分化され､集落の盛衰が追究できるも

のと思われる｡また､当集落の墓地である富田古墳群･北原牧古墳群･鐙古墳群･蔵園古墳群

には､前方後円墳は確認されていないが､円墳･横穴墓･地下式横穴墓という3種類の墓制が

共存して奉り､円墳群の主体部については不明であるが､集落と墓地の関係をある程度解明で

きると思われる｡
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